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『みんな、いろいろな立場で「自閉症」と関わり合いをもつ可能性がある』という
視点が大切だと感じました。
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「ライフ・ステージ」という視点は、確かに必要だと思いました。
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子ども→大人という成長に応じた視点を提示してくれたように思います。
金沢ならではの特色をだせるといいなと思いました。
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就労支援という最も難しいであろうテーマに対して、制度としてのあり方を
示唆してくれているように思います。
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各層での会話を深めるという視点が、地に足をつけている感じがします。
とても現実的な提言だと感じました。
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マスメディアによる「社会還元」という視点が、マスメディアが文化や地域に
及ぼす影響をうまく利用しているように感じました。


